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２

（２）水源涵養タイプにおける施業群別面積等

（３）水源涵養タイプの施業群別の上限伐採面積

（４）伐採総量

５ 保護林及び緑の回廊の名称及び区域

（１）保護林の名称及び区域

６ 樹木採取区の名称、所在地及び面積

別表　保護林

　　　樹木採取区

注 ：

３ 各表の数値の計は四捨五入のため、必ずしも一致しない。

 箇所である。

１ (　)書きは、網走東部森林計画区の第六次国有林野施業実施計画書の頁である。

２ 本文については、変更等を行う項目に係る部分を掲載しており、下線部が変更等の

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１

（２） ３

（２）

８

（別表３）

    正に伴い施業群名を変更する。

　本変更計画は、令和４年４月１日から適用する。

 【変更項目及び頁】

施業群の名称並びに区域、伐期齢又は回帰年、上限伐採面積、伐採箇所ごとの伐採方法

　３　国有林野の管理経営に関する法律（昭和２６年法律第２４６号）第８条第６項に基

　２　保護林管理委員会における確認事項に基づき、保護林の名称を変更する。

網走東部森林計画区の第六次国有林野施業実施計画の変更について

 【変更理由】

　次の理由から国有林野管理経営規程（平成１１年農林水産省訓令第２号）第１４条第２項

に基づき変更する。

　１　国有林野管理経営規程の運用について（１１林野経第３号林野庁長官通達）の一部改

    づく樹木採取区の指定に伴い計画を変更する。

６

７
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（７） ５

　及び伐採量並びに更新箇所ごとの更新方法及び更新量

３

（１）



【現行計画】

２　施業群の名称並びに区域、伐期齢又は回帰年、上限伐採面積、伐採箇所ごとの伐採方法
  及び伐採量並びに更新箇所ごとの更新方法及び更新量

　（２）水源涵養タイプにおける施業群別面積等
（単位：ｈａ）

樹　種

トドマツ      65年
アカエゾマツ
・エゾマツ
カラマツ

・グイマツ
スギ      65年

その他針葉樹      60年
トドマツ     100年

アカエゾマツ
・エゾマツ
カラマツ

・グイマツ
スギ     100年

その他針葉樹      90年
伐採始期 60年
伐採終期100年

アカエゾマツ 伐採始期 70年
・エゾマツ 伐採終期120年
カラマツ 伐採始期 40年

・グイマツ 伐採終期 80年
伐採始期 50年
伐採終期 80年
伐採始期 50年
伐採終期 90年

注） 林地面積の集計である。
計は四捨五入の為、必ずしも一致しない。（以下の表についても同じ）

単 層 林
施 業 群

19,714

人為を積極的に加えることにより、単
層状態の森林を造成・維持する。

     80年

区　分 面　積 取　扱　い　の　内　容
伐期齢又は回帰年

     50年

　【施業方法：育成単層林へ
　　　　　　　導くための施業】

長期単層林
施 業 群

13,695

人為を積極的に加えることにより、伐
期の長期化を図り、単層状態の森林を造
成・維持する。

    120年

     80年

　【施業方法：育成単層林へ
　　　　　　　導くための施業】

人為を積極的に加えることにより、複
数の樹冠層を有する森林を造成し、将来
にわたり非皆伐状態を維持する。

　【施業方法：育成複層林へ
　　　　　　　導くための施業】

スギ

その他針葉樹

混 交 林
施 業 群

12,958

必要により人為を加えることにより、
広葉樹等の導入・育成を図り、針広混交
林を造成・維持する。

20年

複 層 林
施 業 群

12,912

トドマツ

　【施業方法：育成複層林へ
　　　　　　　導くための施業】

育成天然林
施 業 群

69,189

必要により人為を加えることにより、
多様な樹種による複数の樹冠層を有する
森林を造成・維持する。

　【施業方法：育成複層林へ
　　　　　　　導くための施業】

天然生林
施 業 群

29,730

　天然力を活用することにより、森林を
造成・維持する。

　【施業方法：天然生林へ
　　　　　　　導くための施業】

施 業 群

合　計 158,197

そ の 他
-

　他の施業群の取扱いになじまないも
の。取扱い内容は個別に定める。

　個別に定める。

- 施実変更1 -



【変更計画】

２　施業群の名称並びに区域、伐期齢又は回帰年、上限伐採面積、伐採箇所ごとの伐採方法
  及び伐採量並びに更新箇所ごとの更新方法及び更新量

　（２）水源涵養タイプにおける施業群別面積等
（単位：ｈａ）

細　分 樹　種

トドマツ      65年

アカエゾマツ

・エゾマツ

カラマツ

・グイマツ

スギ      65年

その他針葉樹      60年

トドマツ     100年

アカエゾマツ

・エゾマツ

カラマツ

・グイマツ

スギ     100年

その他針葉樹      90年

伐採始期 60年

伐採終期100年

アカエゾマツ 伐採始期 70年

・エゾマツ 伐採終期120年

カラマツ 伐採始期 40年

・グイマツ 伐採終期 80年

伐採始期 50年

伐採終期 80年

伐採始期 50年

伐採終期 90年

注） 林地面積の集計である。

　　 計は四捨五入の為、必ずしも一致しない。（以下の表についても同じ）

施　業　群 面　積
伐期齢又は回帰年

通 常 伐 期 19,714

　人為を積極的に加えることにより、単層状態
の森林を造成・維持する。

     80年

     50年

【施業方法：育成単層林へ導くための施業】

取　扱　い　の　内　容

長　伐　期 13,695

　人為を積極的に加えることにより、伐期の長
期化を図り、単層状態の森林を造成・維持す
る。

    120年

     80年

【施業方法：育成単層林へ導くための施業】

トドマツ

　【施業方法：育成複層林へ
　　　　　　　導くための施業】

その他針葉樹

混交林施業

必要により人為を加えることに
より、広葉樹等の導入・育成を図
り、針広混交林を造成・維持す
る。

30年

スギ

複層林 25,870

複層林施業

　人為を積極的に加えることによ
り、複数の樹冠層を有する森林を
造成し、将来にわたり非皆伐状態
を維持する。

　他の施業群の取扱いになじまな
いもの。取扱い内容は個別に定め
る。

　【施業方法：育成複層林へ
　　　　　　　導くための施業】

　個別に定める。

合　計 158,197

天然林
・その他

98,919

育成天然林
施業

必要により人為を加えることに
より、多様な樹種による複数の樹
冠層を有する森林を造成・維持す
る。

　【施業方法：育成複層林へ
　　　　　　　導くための施業】

天然生林
施業

　天然力を活用することにより、
森林を造成・維持する。

　【施業方法：天然生林へ
　　　　　　　導くための施業】

その他

- 施実変更2 -



【現行計画】

（３）水源涵養タイプの施業群別の上限伐採面積

（単位：ｈａ）

単層林 長期単層林 複層林 混交林 育成天然林 天然生林

1,565 683 2,312 3,234 17,270 7,430

（４）伐採総量

（単位：㎥、ｈａ）
林 地

主　伐 間　伐 小　計 臨時伐採量 計 以 外

 (2,247)

14,640 163,261 177,901

 (155)

- 14,735 14,735

 (254)

2,791 17,662 20,453

- - -

 (4,828)

219,823 360,735 580,558

 (3,043)

22,039 223,167 245,206

 (2,674)

30,136 200,914 231,050

 (1,937)

18,231 139,525 157,756

 (9)

- 463 463

 (1)

- 36 36

- - -

 (12,491)

290,229 924,840 1,215,069

 (15,147)

307,660 1,120,498 1,428,158 160,000 1,588,158 -

 (3,029)

61,532 224,100 285,632 32,000 317,632 -

注）上段（　）は、間伐面積である。

水
源
涵
養
タ
イ
プ

天 然 生 林

計

単 層 林

長 期 単 層 林

複 層 林

混 交 林

育 成 天 然 林

合 計
1,588,158

年 平 均
317,632

そ の 他

施業群 その他

上限伐採面積 -

区 分
林 地

合　計

山地災害防止タイプ

自 然 維 持 タイプ

森林空間利用タイプ

快適環境形成タイプ

- 施実変更3 -



【変更計画】

（単位：ｈａ）

通常伐期 長伐期 複層林
天然林
・その他

480 19 2,217 4,422

（４）伐採総量

林 地

主　伐 間　伐 小　計 臨時伐採量 計 以 外

 (2,247)

14,640 163,261 177,901

 (155)

- 14,735 -

 (254)

2,791 17,662 20,453

- - -

 (4,828)

219,823 360,735 580,558

 (3,043)

22,039 223,167 245,206

 (4,610)

48,367 340,439 388,806

 (10)

- 499 499

 (12,491)

290,229 924,840 1,215,069

 (15,147)

307,660 1,120,498 1,428,158 160,000 1,588,158 -

 (3,029)

61,532 224,100 285,632 32,000 317,632 -

注）上段（　）は、間伐面積である。

（３）水源涵養タイプの施業群別の上限伐採面積

施業群

上限伐採面積

（単位：㎥、ｈａ）

区 分
林 地

合　計

山地災害防止タイプ

自 然 維 持 タイプ

森林空間利用タイプ

快適環境形成タイプ

水
源
涵
養
タ
イ
プ

通 常 伐 期

長  伐  期

複　層　林

天然林・その他

計

合 計
1,588,158

年 平 均
317,632

- 施実変更4 -



５　保護林及び緑の回廊の名称及び区域
（１）保護林の名称及び区域

【現行計画】

面　積 位　置
（ｈａ） （林小班）

浜小清水ミズナラ 57.28 別表

希少個体群保護林 参照

【変更計画】

面　積 位　置
（ｈａ） （林小班）

浜小清水ヤチダモ等 57.28 別表

希少個体群保護林 参照
希少個体群

保護林

浜小清水地区の野生動物の生活基
盤となるミズナラの生育に必要な森
林を保護・管理。

種　類 名　称 特　徴　等

浜小清水地区の野生動物の生活基
盤となるミズナラの生育に必要な森
林を保護・管理。

希少個体群
保護林

種　類 名　称 特　徴　等

- 施実変更5 -



６樹木採取区の名称、所在地及び面積

【現行計画】
該当なし

【変更計画】

名 称 所在地（林小班） 面積（ha） 備 考

北海道森林管理局２
網走中部樹木採取区

別表参照 670.55
網走中部樹木採取区の指定の
公示のとおり

- 施実変更6 -



（単位：ha）
【現行計画】
浜小清水ミズナラ 
林班 小班 面積
357 ろ 3.19

み 12.68

358 い 41.33

ツ 0.08

【変更計画】
浜小清水ヤチダモ等
林班 小班 面積
357 ろ 3.19

み 12.68

358 い 41.33

ツ 0.08

保護林 別 表

- 施実変更7 -



【現行計画】
 該当なし

【変更計画】
（単位：ha）

林班 小班 面積 林班 小班 面積
103 は 45.92 2068 ろ 18.03

と 12.32 に 14.44
2004 は 4.88 2069 は 21.40

に 6.66 へ 32.23
の 1.50 2211 ろ 13.01
や 6.83 ぬ 10.59
へ 7.61 れ 3.00
と 6.85 わ 19.38
り 6.31 つ 20.39
つ 2.49 か 8.77
わ 10.56 そ 15.31
た 13.92 ね 5.56
か 3.30 お 14.14
れ 15.31 2212 は 7.37
ら 8.87 ち 7.60
む 3.18 よ 6.98
く 2.94 ほ 9.61

2005 わ 3.46 と 21.29
よ 5.24 ぬ 5.98

2006 く 5.52 る 1.73
2009 る 4.76 か 1.40

れ 4.79 た 4.84
そ 0.74 れ 5.37
ら 3.28 そ 9.78
む 2.38 つ 8.16
う 1.36 て 0.36

2053 へ 0.82 ね 12.45
よ 2.49 な 6.54
の 1.18 ら 5.68

2054 ろ 10.48 ま 0.31
か 16.36 う 3.17
と 13.70 の 7.17
ぬ 5.33 く 6.99
る 0.68 け 1.58

2066 い 3.05
ろ 11.71
ほ 3.89
へ 3.18
そ 5.38
な 24.29
ら 10.29
む 27.29

2068 い 8.84

樹木採取区

北海道森林管理局２
網走中部樹木採取区

- 施実変更8 -


